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医療技術学研究学科 健康科学専攻 大竹 正晃
川崎医療福祉大学 医療技術学部 臨床栄養学科 寺本 房子 藤田 美明
Ｃｒｏｈｎ病（以下ＣＤ）の栄養療法は，腸管への刺
激をさけて安静を保つため， 食物繊維摂取量が健常
者に比べて少なく，そのことが腸内環境に何らかの
影響を及ぼすことが予測される．本研究では，ＣＤ
患者の腸内環境について調べ，さらに，腸内環境改
善効果が報告されているラクトスクロース（以下
ＬＳ）投与による影響について検討した．緩解期の
ＣＤ患者２６例を対象とし，さらに同意の得られた１４
例にＬＳを２４週間投与した．これらの患者について，
糞便中水分，ＰＨ，有機酸，アンモニア，腐敗物質，
病態，及び食物繊維摂取状況を調査した．経腸栄養
剤のみ摂取のＣＤ患者に比べ，低残道の日常食を組
み合わせて摂取している患者およびＬＳを投与した
患者の糞便では， 水分，コハク酸，乳酸が有意の低
値を， 短鎖脂肪酸は有意に高値を示した．以上のこ
とより， 低残澄の日常食を摂取し，さらにＬＳを添
加することは，ＣＤ患者の腸内環境を改善すると考
えられた．
